
東京理科大学薬学部 医療薬学教育研究支援センター 
2026年度 レギュラトリーサイエンス研修講座 DD02 

医薬品開発等講座  
＜拡がるプログラム医療機器の臨床応用と薬剤師＞ 

東京理科大学薬学部医療薬学教育研究支援センターは、本学薬学部と医療機関含むアカデミア、医薬
品・医療機器メーカー及び規制当局等を繋ぎ、充実した臨床薬学教育、生涯学習等を支援しています。レ
ギュラトリーサイエンス研修講座では、医薬品・医療機器等の開発・規制に関する理解の共有促進や高ま
る社会ニーズに応える人材養成を目指します。 

医薬品と同様に有効性・安全性のエビデンスに基づいた、スマートフォンやタブレットを活用する治療
手段（デジタルセラピューティクス）が臨床現場に登場しています。医師が治療のために処方し、患者さ
んが利用する治療アプリ（プログラム医療機器）に加えて、疾病の兆候を検出し受診を促す家庭用のプロ
グラム医療機器も承認されています。我が国が抱える慢性疾患の増加や医療費の高騰の中、どのようなプ
ログラム医療機器が登場するのでしょうか。また、薬剤師はどのような関わり方と支援ができるでしょう
か。2 名の専門家をお招きして、現況と課題、将来展望についてお話いただきます。大変貴重な機会です
ので、皆様奮ってご参加ください。 
日 程 2026年 10月 31日（土） 13：30～16：40 
会 場 オンライン開催(Zoom) 
定 員 100名 

受 講 料 

4,000円 
 本講座は公益財団法人日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度の認定対象研修会で 2単位を

取得可能です。単位取得希望の方は、薬剤師免許番号が必要ですので申込時にご登録下さい。 
 本学教職員及び学生の受講料は無料です。 

受 付 期 間 申込み受付／参加費振込期間： 10月 24日（土）まで 

参 加 申 込 

方 法 

1． 下記申込サイトに必要事項を記載の上、送信してください。 
https://sccper-tus.study.jp 

2． 申込確認後、受講料振込先等をお知らせいたします。 
3．入金確認後、講座実施日の前日までにメールにて Zoom参加 ID、PW等を送付
します。 

プログラム 
 世話人 東京理科大学薬学部薬学科 教授 若尾りか 

13:30～15:00  
「家庭用プログラム医療機器の審査の観点、開発状況」 

独立行政法人医薬品医療機器総合機構 プログラム医療機器審査部 中水流雄大     

15:00～15:10 休憩 

15:10～16:40 
「プログラム医療機器と薬剤師（仮）」 

日本薬剤師会副会長、京都府薬剤師会副会長 渡邊大記 

【お問い合せ】東京理科大学 医療薬学教育研究支援センター(SCCPER)  Mail：sccper@admin.tus.ac.jp 
※ 個人情報の取り扱いについて、本学のプライバシーポリシーをご確認いただき、受講申し込みメールを送付

した時点でこれに同意していただいたものといたします。個人情報は、本センター講習会の運営に限り使用
します。また、今後、本センターから講習等の開催のご案内をさせていただく際に利用することがあります。 

https://sccper-tus.study.jp/
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